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（２）平取ダム地域文化調査業務の概況 

 

― 調 査 体 制 図 ― 
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・地図整理担当 

・アイヌ語担当 

・事務連絡担当 
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― 調 査 内 容 ― 
 

１ 精神文化現地調査 

 

１）調査項目と進捗状況 

① カムイノミ箇所（湛水前＝現状）の把握 ＜聞き取り含む＞：終了 

② カムイノミ箇所（湛水前＝現状）の現地状況調査     ：調査中 

③ カムイノミにおける儀礼行為の現状把握調査       ：調査中 

 

２）調査状況 

現地状況調査日：2006 年 11 月 29 日／2006 年 12 月 22 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         （カムイノミ箇所(合流点)から 

見たチノミシﾘ） 

 

 

 

 
（カムイノミ箇所(宿主別橋の袂)から見たチノミシﾘ） 

 

・チノミシﾘとされる山は、 

額平川と宿主別川の合流点 

より少し上流に位置して 

いる。 

・山は切立った崖になっており、

絶壁に近い状態で、南東側斜面

が崖になっている。 

北

南

東

西

◇ Ｄｂさんがチノミシﾘ(我ら祭る所)へのカ
ムイノミをしていた場所 

◇ Ｏｂさんがチノミシﾘへのカムイ

ノミをしていた場所
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◇ Ｏｂさんが宿主別川の川下へカムイノミをしていた場所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番兵小屋があった場所 

 

 

◆整理した調査データの入力方法（ファイルメーカー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上流 
下流 

図中の●のポイントを指すと、写真が見

えるように今後していくように検討中。
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２ 工事箇所現地調査 

 

１）調査項目と進捗状況 

① 付替道路工事予定箇所の植物調査（立木） ：調査中 

 

２）調査状況 

・ 調査箇所は、道道芽生貫気別線付替道路計画の一部区間（1,500m） 

・ 100ｍ区画ごとに立木名の同定、本数、樹径、用途をとりまとめている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0m起点付近の道道芽生貫気別線     道道沿いを調査中 
 

 

食 薬 生活用具 信仰 その他

アユｼニ/ハリギリ*/せんのき 2 18.5 16.0 21.0 ●

ウトゥカンニ/ミズキ/みずき 1 22.0 22.0 22.0 ● ●

カリンパニ/―/さくら（エゾヤマザクラを含む） 2 21.0 5.5 36.5 ● ● ● ●

スス/―/やなぎ 1 56.0 56.0 56.0 ● ● ● ●

セイェカパﾗ/アサダ/あさだ 5 17.6 8.0 30.5 ●

チキサニ/ハルニレ/あかだも・にれ 6 23.3 4.0 50.0 ● ●

トゥレﾌﾟニ/ヤマグワ/くわ 2 7.8 7.5 8.0 ● ● ● ●

トペニ/―/いたや・もみじ 23 15.5 2.5 55.0 ● ● ● ●

ニペｼニ/オオバボダイジュ/あおじな 1 22.0 22.0 22.0 ●

ニペｼニ/シナノキ/あかじな 2 7.0 6.0 8.0 ●

ネｼコ/オニグルミ/くるみ 3 23.7 22.0 26.5 ● ● ● ●

ピンニ/ヤチダモ/やちだも 4 29.5 18.0 40.0 ●

プンカウ/ハシドイ/どすなら 7 5.5 2.5 16.4 ● ●

ペロ/コナラ/なら・いしなら 3 35.5 20.5 48.0 ● ● ●

ペロ/ミズナラ/なら・みずなら 1 8.0 8.0 8.0 ● ● ●

ヤﾙペニ/カンボク/かんぼく 1 3.0 3.0 3.0

ラスパ/ノリウツギ/さびた 3 2.3 2.0 2.5 ● ● ●

レタッタッニ/シラカンバ/しらかば 1 17.0 17.0 17.0 ● ● ● ●

本数樹木名（アイヌ語名/和名/通称名）

０ｍ～１００ｍポイント　樹木明細表

用途
直径最大値直径最小値直径平均値
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３ アイヌ語地名踏査 

1）調査項目と進捗状況 

① アイヌ語地名箇所踏査 ：調査中 

 

２）調査状況 

・ 調査箇所は、総括報告書に記載されている 204 箇所のアイヌ語地名箇所 

・ ＧＰＳ（グローバル・ポジショニング・システム）により地図上での位置

を把握する 

◆パソコン上での表示イメージ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 栽培実証試験 

 
１）調査項目と進捗状況 

① 栽培実証試験 ：調査中 

 

２）調査状況 

・ 過去３年間にアイヌ文化環境調査室でアイヌ文化に有用な植物の種を採取

し、調査室裏の畑で栽培実践した樹木について継続管理とデータの整理を

行っている 

画面上のマウスが赤色のポイント
の上を通過すると下のように写真
と撮影日を表示できる。さらにクリ
ックすることで写真を拡大して見
ることが可能。 
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アイヌ語 和名 種採取地 処理方法 2004年畑 2005年畑 2006年畑＊ 生存率

カリンパニ エゾヤマザクラ 二風谷 そのまま 2003,7,25 686粒 2004,5,24 406本 406本 331本

カリンパニ エゾヤマザクラ 二風谷 果肉を取り除いて 2003,7,25 686粒 2004,5,24 377本 377本 282本

ケネ ケヤマハンノキ 額平 そのまま 2003,6,19 不明 2004,5,24 40本 38本 16本 16本 不明

チキサニ ハルニレ 博物館 そのまま 2003,6,19 550粒 2004,5,24 73本 89本 93本 93本 16.9%

トｳンニ カシワ 芽生 そのまま 2003,10,8 82粒 2004,6,24 57本 40本 38本 37本 45.1%

ネｼコ オニグルミ 二風谷 そのまま 2003,10,8 77粒 2004,6,10 30本 30本 29本 23本 29.8%

ウトｳカンニミズキ 二風谷 果肉を取り除いて 2003,10,8 180粒 ‐ ‐ ‐ ‐ 8本発芽 4.4%

クネニ イチイ 二風谷 そのまま 2003,10,8 173粒 2005,6,22 40本 ‐ ‐ 19本をポットで育苗 11.0%

ケネ ケヤマハンノキ 額平 そのまま 2003,6,19 不明 2005,6,22 1本 ‐ ‐ 1本をポットで育苗 不明

シケﾚペ キハダ 芽生 果肉を取り除いて 2003,10,8 234粒 2005,6,22 8本 ‐ ‐ 8本をポットで育苗 3.4%

トペニ イタヤカエデ 芽生 そのまま 2003,10,17 180粒 2005,6,22 1本 ‐ ‐ 1本をポットで育苗 0.6%

トペニ ミツデカエデ 豊糠 そのまま 2003,10,17 180粒 2005,6,22 27本 ‐ ‐ 26本をポットで育苗 14.4%

トペニ アカイタヤ 額平 そのまま 2003,6,19 不明 2005,6,22 11本 ‐ ‐ 5本をポットで育苗 不明

プンカウ ハシドイ 芽生 そのまま 2003,10,17 180粒 2005,6,22 33本 ‐ ‐ 23本をポットで育苗 12.8%

チクペニ イヌエンジュ 額平 そのまま 2005.11.15 184粒 ‐ ‐ ‐ ‐ 苗箱　(発芽待ち) ‐

トペニ アカイタヤ 額平 そのまま 2003,6,19 不明 ‐ ‐ ‐ ‐ 苗箱のまま ‐    苗箱

プンカウ ハシドイ 額平 そのまま 2005.11.15 370粒 ‐ ‐ ‐ ‐ 苗箱　(発芽待ち) ‐

畑の状況　　木

畑

　ポット

*2006 年11月現在で,落葉しており難しく、春　葉が出てからまた確認する予定です。

播種年月日・数 移植年月日・数

298本 21.7%

 

栽培実証試験

アイヌ語 和名 種採取地 処理方法 2004年畑 2005年畑 2006年畑 生存率
アﾂニ オヒョウ 博物館 そのまま 2003,6,19 数不明 不明 不明 119本 109本
アﾂニ オヒョウ 額平 そのまま 2003,6,19 数不明 不明 不明 137本 76本
アﾂニ オヒョウ 額平 幼木を採取 ‐ ‐ 2005,6,15 14本 ‐ 14本 4本　 28.6%

和名 種採取地 処理方法 2006年育苗の状況 生存率

アﾂニ オヒョウ 博物館 冷蔵7日間冷凍7日間 2004,6,24 160粒 2005,6,28 80本　(50%) ‐ ‐

アﾂニ オヒョウ 博物館 冷蔵15日間冷凍15日間 2004,7,9 160粒 2005,6,28 58本　(36%) ‐ ‐

アﾂニ オヒョウ 額平 冷蔵7日間冷凍7日間 2004,6,24 575粒 2005,6,28  36本 (0.62%) ‐ ‐

アﾂニ オヒョウ 額平 冷蔵15日間冷凍15日間 2004,7,9 575粒 2005,6,28  12本　(0.20%) ‐ ‐

アﾂニ オヒョウ 博物館 冷蔵5日間冷凍5日間 2005,6,23 557粒 2006.6 184本（33％） ‐ ‐ 184本をポットで育苗 33.0%

アﾂニ オヒョウ 額平 冷蔵5日間冷凍5日間 2005,6,23 527粒 2006.6  18本（0.34％） ‐ ‐ 18本をポットで育苗 3.40%

アﾂニ オヒョウ 博物館 冷蔵5日間冷凍5日間 2005,6,23 200粒 ‐ ‐ ‐ ‐ ビニールハウス(発芽待ち) ‐

アツニ（オヒョウ）の発芽率試験結果

処理方法

冷蔵7日間冷凍7日間 50%

冷蔵15日間冷凍15日間 36%

冷蔵5日間冷凍5日間 33%

冷蔵7日間冷凍7日間 0.62%

冷蔵15日間冷凍15日間 0.20%

冷蔵5日間冷凍5日間 0.34%

試験栽培地と自然環境や気候の近い二風谷アイヌ博物館で採取した種の方が、
同じ条件でも発芽率がとてもよかった。 オヒョウの苗箱

不明

12.3%

畑の状況　　オヒョウ

播種年月日・数 移植年月日・数

   194本

播種年月日・数 移植年月日・数(発芽率)

　　181本ポットで育苗

採取場所

額平川上流地域で採取した種

額平川上流地域で採取した種

二風谷アイヌ博物館先で採取した種

二風谷アイヌ博物館先で採取した種

二風谷アイヌ博物館先で採取した種

額平川上流地域で採取した種

 
 
 


